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会計名区分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引 特別会計の説明

国民健康保険
特別会計

14億6,231万円
（▲ 4.9％）

14億5,814万円
（▲ 4.6％）

417万円
主に農業者や自営業者が加入する健康保険で、加入者
の疾病、負傷、出産または死亡したときの給付業務を
行っている会計

後期高齢者医療保険
特別会計

3億8,527万円
（＋ 9.3％）

3億8,417万円
（＋ 9.1％）

110万円
現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、公平でわか
りやすい制度にするために創設された保険制度によ
る会計

介護保険
特別会計

15億4,741万円
（＋ 2.5％）

15億4,654万円
（＋ 2.5％）

87万円
介護を必要とする方を社会全体で支える仕組みとし
て創設された保険制度による会計

介護療養型
老人保健施設
特別会計

3億2,515万円
（▲ 3.0％）

3億2,389万円
（▲ 1.0％）

126万円
町立病院の一部病床を転換して整備した、介護保険が
適用となる老人保健施設を運営する会計

下水道事業
特別会計

4億2,669万円
（▲ 3.0％）

4億2,403万円
（▲ 3.1％）

266万円
主に中央市街地における下水（汚水及び雨水）を処理
し、水質環境を保全する事業を行っている会計

集落排水事業
特別会計

1億5,872万円
（＋65.6％）

1億5,684万円
（＋66.7％）

188万円
北市地区及び南長沼地区における、し尿、生活雑排水、
雨水等を処理する施設の整備などを行っている会計

町立長沼病院
事業会計

地方公営企業法の適用を受け、地域医療の中心的役割
を担った病院の経営を行っている会計
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収益的収支
8億6,021万円
（▲11.5％）

8億6,482万円
（▲11.5％）

▲461万円 当該年度の経営活動で発生する収支を扱う会計

資本的収支
5,090万円

（＋61.3％）
5,090万円

（＋61.3％）
0万円

将来の経営活動に備えて行う建設改良やそれにかか
る企業債（借金）の借入・返済などを扱う会計

※病院会計（税抜）　収益的収入 8億6,008万円 － 収益的支出 8億6,477万円 ～ ▲469万円

特別会計　決算状況 一般の歳入・歳出と切り離して経理している会計の決算状況です。 (　)は前年対比

　令和４年度決算が、10月の町議会臨時会において認定されました。
　今月号では、町の歳入・歳出の状況についてお知らせするととも
に、決算によって健全化判断比率や町債・基金の状況がどのように
なったかをお知らせします。【問合先】役場財政管財係（☎88-2112）

令和４年度　決算のあらまし令和４年度　決算のあらまし

財政健全化法による財政指標について
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、令和４年度決算において算定した健全化判断比率及び資金不足比率は
次のとおりです。本町は、各項目において自主的な改善努力が求められる早期健全化基準未満となっています。

※この比率は「速報値」であり、今後調整を行い変更となる場合があります。
※表内の（―）は、赤字及び不足が発生していないことを表しています。

②資金不足比率

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
町立長沼病院事業会計 ―

20.00％下水道事業特別会計 ―

集落排水事業特別会計 ―

区　分 実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

本町における
健全化判断比率

― ― 10.6％ 29.7％

早期健全化基準 15.00％ 20.00％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.00％ 30.00％ 35.0％
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福祉・少子化対策
乳幼児等医療費助成事業 3,118万円

児童手当等支給事業 1億650万円

出産祝金支給事業 181万円

子育て世帯生活応援給付金給付事業 6,251万円

福祉灯油購入費助成事業 276万円

保健・医療関連
健康づくり推進事業 1,905万円

母子保健事業（妊婦健診など） 953万円

健康増進事業（がん検診など） 1,285万円

予防接種事業 1,842万円

町立長沼病院事業会計繰出金（医療機器等購入） 2,098万円

商工業振興・雇用対策
中小企業特別融資貸付事業 7,250万円

道の駅マオイの丘公園改修事業 1億2,185万円

教育環境の充実
学習支援員配置事業 1,109万円

小中学校学習環境整備事業 537万円

小中一貫教育校創設事業（新校舎等建設検討経費） 17万円

令和４年度に行った主な事業

生活環境の整備
道路新設改良事業（東４線・東９線） 3,131万円

街路新設改良事業（南６条西線外１・北２条東線） 5,953万円

橋架換事業（東５線南９号、基線南９号） 3,681万円

富士戸川改修事業 1億1,047万円

都市公園長寿命化対策事業 3,450万円

住宅リフォーム補助金助成事業 544万円

公営住宅建替事業（錦町北団地） 2億748万円

農業の振興
中山間地域総合振興対策事業 1億113万円

次世代農業促進生産基盤整備特別対策事業 1億1,877万円

農業次世代人材投資事業 990万円

日本型直接支払制度事業 3億8,487万円

がんばる農家支援事業 913万円

農業資材等高騰対策支援事業 5,150万円

林業専用道整備事業 3,223万円

新型コロナウイルス感染症対策
新型コロナウイルスワクチン接種等事業 6,154万円

中小企業等応援給付事業 1,836万円

支出144億4,986万円

一般会計・特別会計 総額

令和４年度　決算のあらまし令和４年度　決算のあらまし

歳出の用語の説明

【議�会費ほか】
議会運営、過年度返納金などの諸支出金など

【総�務費】
戸籍・住民基本台帳、庁舎管理など

【民�生費】
医療・福祉の費用など（児童手当、
後期高齢者医療費、障がい者自立
支援給付費など）

【衛�生費】
健診、予防接種、ごみ処理、斎場など

【農�林水産業費】
農業振興、農地改良、林業振興

【商�工費】
商工業振興、観光推進など

【土�木費】
道路橋梁、治水、公園、公営住宅など

【消防費】
消防・水防

【教�育費】
義務教育、社会教育、体育施設、図書館など

【公債費】
地方債の元利償還金など

一般会計 歳出総額　92億4,052万円（＋0.9％）

（　）は前年度比の数値

【町�　税】
町民税、固定資産税、軽自動車税など

【地�方譲与税等】
国が徴収した特定の税のうち、一
定の基準で地方に配分されるもの

【地�方交付税】
一定水準の行政サービスを行う
ために国から配分される交付金

【使�用料・手数料】
公共施設の使用料、証明書交付手数料など

【国�・道支出金】
道路・学校整備や障がい者自立支
援給付など、特定の事業に対する
国・道からの負担金・補助金など

【繰�入金】
積立した基金からの繰入金

【諸�収入】
貸付金の返済や宝くじの交付金など

【町�　債】
施設や道路建設などに関する借入金

【その他】
前年度繰越金、寄附金など

歳入の用語の説明

一般会計 歳入総額　93億 310万円（＋1.1％）

議会費ほか　1.0％
9,814万円（＋1.5％）

土木費　12.8％
11億7,763万円（▲4.6％）

歳　出

総務費　15.4％
14億1,977万円（▲15.1％）

民生費　17.3％
16億149万円（＋1.8％）

衛生費　17.9％
16億4,974万円（＋14.3％）

農林水産業費　15.0％
13億8,516万円（＋7.4％）

商工費　2.0％
1億8,813万円（＋44.1％）

消防費　2.7％
2億4,863万円（▲11.5％）

教育費　5.7％
5億2,721万円（▲2.2％）

公債費　10.2％
9億4,462万円（＋5.4％）

令和４年度令和４年度 決 算決 算

歳　入

町　税　14.2％
13億2,143万円（＋3.1％）

地方譲与税等　5.1％
4億8,010万円（▲0.8％）

地方交付税　37.9％
35億2,532万円（0.0％）

国庫支出金　13.3％
12億3,396万円（＋2.6％）

繰入金　2.0％
1億8,387万円（＋0.5％）

諸収入　2.0％
1億8,567万円（＋21.9％）

町　債　8.8％
8億1,909万円（＋1.9％）

その他　4.0％
3億7,496万円（▲14.3％）

道支出金　10.9％
10億984万円（＋3.5％）

使用料・手数料　1.8％
1億6,886万円（＋8.2％）




